
　クラウドやモバイル、ビッグデータやソーシャ
ルなど、ITの新しい活用が話題になる中、企業
にとって中核となるこれまでのソフトウェア資産
を継承しつつ、新しいニーズに対応可能な次世
代のIT基盤を構築するJBグループの「モダナイ
ゼーション」が注目を集めています。
　「モダナイゼーションとは、国産メインフレー
ムやオフコンなど、レガシーと呼ばれるシステム
上で稼働するプログラム資産を、Power Systems

やPureSystemsなど最新のシステム基盤へコン

バージョンした上で、Web

化やオープン化、スマート
デバイス対応、クラウド
化、BPRやERP、あるい
はBPMやSOAへの展開な
ど、最新かつ多様なニーズ
に対応させていくことを
意味します」
　JBCCでモダナイゼー

ション・ビジネスを推進する、さらばレガシー移
行センター（SLTC）のセンター長である板垣清美
は、モダナイゼーションの定義をこのように語り
ます。
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JBCC株式会社
さらばレガシー
移行センター
センター長

　SLTCが発足したのは2004年。当初は保守・運
用管理面のコスト削減を掲げて、メインフレーム
やオフコンからの移行を考えるケースがほとんど
でした。
「しかし最近は、『今のIT基盤のままでは、最新
テクノロジーを採用できず、自社ビジネスを成
長させる戦略的なIT活用が図れない。何とかし
なければ』という、待ったなしの対応を迫られて
いるお客様が増えています。その一方で、長年運
用してきたシステムの移行に伴うリスクを懸念
し、ためらうお客様が多いのも事実です。そこ
でJBCCではまず、ご運用中のCOBOLプログラ

ムを安全・確実に新たな環境へマイグレーション。
次のステップで、ビジネス戦略を支援する新しい
IT利用をご支援します。コンサルテーションと

 モダナイゼーション
コンサルテーションからSIまでの総合力で
レガシー資産を最新IT基盤へ移行し、新たなニーズへの対応を可能に

JBグループは今年、創立50周年を迎えました。そして次の50年へ向けて、
JBグループの真価を発揮できる注力分野を定め、取り組みを開始しています。
今回は既存のシステム環境を刷新し、新たなIT基盤を構築する
「モダナイゼーション」をご紹介します。
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レガシー環境から移行し
次世代に向けたIT基盤へ刷新



SIを駆使し、お客様の環境に応じた段階的なモダ
ナイゼーション・シナリオをご用意しています」
（板垣）。

　JBCCのモダナイゼーションが備える強みは大
きく4つあります。
　1つ目は、豊富な実績と経験。基幹システム運
用に求められる信頼性や運用性を熟知し、大手の
メインフレームユーザーを中心に、100社近い大
規模プロジェクトを手掛けてきた経験から、どの
ようなレガシー環境からの移行であっても、マイ
グレーションを確実にご支援します。
　2つ目は、変換ツールを軸とした高度な移行ス
キルとノウハウ。SLTCでは独自の技術とノウハ
ウにより、90％以上の自動変換率を誇るツールを
利用して、高品質で信頼性の高いコンバージョン

を実施します。
　3つ目は、強力なプラットフォーム。メイン
フレームの安定性・信頼性・開発生産性や高パ
フォーマンスを超える能力を備え、かつ最新テク
ノロジーやオープンへの対応力を併せ持つIBMの

Power SystemsやPureSystemsをご用意して、将来
を見据えた新しいIT基盤を構築します。
　そして4つ目は、卓越したコンサルテーション
から強力なSIサービス、そしてJBソフトウェアの

多彩なラインナップを駆使して、IT基盤の刷新後
も長期にわたり、新しいニーズへの対応をご支援
できる総合力です。
「戦略的で競争力のあるビジネス戦略を支援するた
めに、現在のシステム基盤を刷新したいとお考え
のお客様には、JBCCのモダナイゼーションをご

採用いただき、中期計画に組み込むことで、最初
の一歩を踏み出していただければと願っています」
（板垣）
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ソースを機械で命令語分析し
ツール化対象の目安を調査

サブルーチンやコマンドの多用で
1：1変換を実施すべく設計。
これにより手戻り再変換を防止

サブルーチンやコマンド等の
設計アイデアのロジックテスト

ツール開発、
手作業変換標準開発

調査分析の漏れ、機能設計のミス発見・
修正、ツールのバグつぶし、要員訓練
ツール自動化率（90％）の検証

自動変換率90％以上を目指し
ツール改善をさらに実施


